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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のコンポーネントを所定の量で所定の順序で取り出すためのシステムにおいて、
　基部薄膜と、
　該基部薄膜に向き合った、該基部薄膜と部分的に係合するように押し付けられたフレキ
シブルなカバー薄膜と、から形成された一連の連続的な貯蔵ユニットを有しており、
　互いに向き合った基部薄膜とカバー薄膜との部分的な係合によって、各貯蔵ユニットの
周囲に形成された周縁シールと、各貯蔵ユニットを横切って延びた室シールとが形成され
ており、これにより、各貯蔵ユニットに、所定のコンポーネントを所定の量で貯蔵するコ
ンポーネント室と、室アクセス領域とが形成されており、前記室シールは、コンポーネン
ト室と室アクセス領域の間に延びており、
　基部薄膜とカバー薄膜との部分的な係合によって脆いシール部分と室シールとの間にお
ける各室アクセス領域内に破裂可能な室が設けられており、
　前記周縁シールは、前記破裂可能な室に圧力を加えて該破裂可能な室を破裂させること
によって互いに向き合った基部薄膜とカバー薄膜とを分離させる脆いシール部分と、基部
薄膜及びカバー薄膜の少なくともいずれか一方を損傷させない限り分離させることができ
ない破壊的シール部分とを含んでおり、
　前記破裂可能な室が破裂すると、破裂した脆いシール部分に沿ってフレキシブルなカバ
ー薄膜によってフレキシブルな剥離フラップが形成され、該剥離フラップが、基部薄膜か
ら剥がし取られ、これによって室シールを解離させてコンポーネント室を開放し、これに
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よりコンポーネント室に貯蔵されたコンポーネントの取出しを提供するようになっている
ことを特徴とする、所定のコンポーネントを所定の量で所定の順序で取り出すためのシス
テム。
【請求項２】
　前記各貯蔵ユニットが矩形であり、前記フレキシブルな剥離フラップが各貯蔵ユニット
の角隅に位置決めされている、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　各貯蔵ユニット内の室シールが、コンポーネント室と室アクセス領域との間において、
貯蔵ユニットの対角線に沿って延びている、請求項２記載のシステム。
【請求項４】
　基部薄膜もフレキシブルであり、該基部薄膜は、フレキシブルなカバー薄膜によって形
成された剥離フラップに向き合った剥離フラップを形成する、請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　基部薄膜及びカバー薄膜が、一連の連続する貯蔵ユニットの連続的な提供のために、一
列に配置された貯蔵ユニットを提供するように向き合っている、請求項１記載のシステム
。
【請求項６】
　個別の貯蔵ユニットを提供するために、連続的な貯蔵ユニットの間において、向き合っ
た基部薄膜及びカバー薄膜を横断する一連の裂断パーフォレーションが設けられている、
請求項５記載のシステム。
【請求項７】
　前記基部薄膜が前記カバー薄膜の脆いシール部分における縁部を超えて延びていること
によって前記基部薄膜が、貯蔵されたコンポーネントがコンポーネント室から解離された
室シールを介して取り出された時に該コンポーネントを捕捉するためのトレーを提供して
、該トレー上にコンポーネントが保持される、請求項５記載のシステム。
【請求項８】
　向き合った基部薄膜及びカバー薄膜が取出しスプールに巻き付けられておりかつ内側係
止端部と外側末端とを有しており、これによって、前記外側末端から、連続的な貯蔵ユニ
ットを連続的に提供するようになっている、請求項５記載のシステム。
【請求項９】
　連続的な貯蔵ユニットを連続的に提供する時にデリバリスプールを支持するためのディ
スペンサが設けられている、請求項８記載のシステム。
【請求項１０】
　連続的な貯蔵ユニットのそれぞれが、先行する貯蔵ユニットと、後続の貯蔵ユニットと
に、向き合った薄膜に沿って固定されている、請求項１記載のシステム。
【請求項１１】
　カバー薄膜が透明であり、コンポーネントの視覚的認識を可能にしている、請求項１記
載のシステム。
【請求項１２】
　カバー薄膜及び基部薄膜が不透明である、請求項１記載のシステム。
【請求項１３】
　各貯蔵ユニットに貯蔵されたコンポーネントに関するデータが、前記各貯蔵ユニットに
提供されている、請求項１記載のシステム。
【請求項１４】
　前記所定のコンポーネントが、所定の順序で取り出される、所定の用量の所定の薬剤で
ある、請求項１記載のシステム。
【請求項１５】
　一連の連続的な貯蔵ユニットが、向き合った薄膜に沿った横列及び縦列のマトリックス
である、請求項１４記載のシステム。
【請求項１６】
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　基部薄膜が、起立するように剛性であり、貯蔵ユニット及び該貯蔵ユニットに連続的に
貯蔵された薬剤のマトリックスの起立ディスプレイとして機能する、請求項１５記載のシ
ステム。
【請求項１７】
　連続的な貯蔵ユニットの横列及び縦列のマトリックスが、月の週に対応する複数の水平
方向の列と、各週の７日に対応する７つの垂直方向の列とを有している、請求項１５記載
のシステム。
【請求項１８】
　薬剤が、シールされた薬剤室内に真空パックされている、請求項１４記載のシステム。
【請求項１９】
　薬剤を保存するために、シールされた薬剤室内に不活性ガスが含まれている、請求項１
４記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００６年４月１０日に出願された仮出願連続番号第６０／７９０４８２号明
細書の利益を請求する。
【０００２】
　技術分野
　本発明は、連続的なコンポーネントを取り出すこと、特に、開放するのが容易な貯蔵ユ
ニットにおけるコンポーネントを取り出すことに関する。
【０００３】
　背景
　従来、患者、及びその他の錠剤摂取者、及びそれらの看護人は、毎週、錠剤充填作業を
行う。彼らは、貯蔵ビン、ボトル及び薬剤ストックの容器を集め、７日レセプタクルを充
填する。レセプタクルの各容器は、一日のための、又は特定の期間のための全ての薬剤を
保持する。錠剤充填は、錠剤摂取者又は看護人が、どこに供給錠剤が貯蔵されているか、
どの薬剤が、いつ、摂取されるべきであるかを知っている必要がある。多くの錠剤摂取者
にとって、薬剤ボトルにおける印刷は小さすぎて読みにくい。キャップ及び密閉装置は、
取り外すのが困難である。小さな錠剤を適切な小さな容器に移し替えることは、困難な作
業であることがある。
【０００４】
　概要
　したがって、本発明の目的は、部品又は薬剤等の小さなコンポーネントを、開放が容易
な貯蔵ユニットに提供するための一連の連続的な貯蔵ユニットを提供することである。貯
蔵ユニットにおける破裂可能な室は、圧縮され、エッジ破裂を生じ、剥離フラップは、貯
蔵ユニットを開放するように引っ張られることができる。自己組立て式製品は、ボルト、
ナット、ワッシャ、ねじ、ブラケット、小さな工具等の多くの寸法の多くの小さな部品を
用いる多くの組立て工程を必要とする。組立て者は、製品の順序正しい組立てのために、
各部品を、指定された順序で配置及び使用しなければならない。
【０００５】
　本発明の別の目的は、制御された条件において、資格を与えられた人によって、薬剤が
充填されたこのような一連の連続的な貯蔵ユニットを提供することである。貯蔵ユニット
は、主要な病院及びメールオーダ薬剤倉庫において、自動的に充填されることができる。
注文は、信頼できるコンピュータ及び広範囲のデータベースを用いて、訓練された係員及
び熟練した技術者によって充填される。
【０００６】
　本発明の別の目的は、連続的な取出しのために薬剤を連続的に提供するためのこのよう
な一連の連続的な貯蔵ユニットを提供することである。各貯蔵ユニットが提供され、薬剤
が排出されると、残りの貯蔵ユニットのうちのどれが次かが直感的に明らかである。
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【０００７】
　簡単に言えば、本発明のこれらの目的及びその他の目的は、指定された量の指定された
コンポーネントを指定された順序で取り出すためのシステムを提供することによって達成
される。基部薄膜とフレキシブルなカバー薄膜とが、向き合った選択的な係合に押し付け
られ、一連の連続的な貯蔵ユニットを形成する。各貯蔵ユニットの周囲に形成された周縁
シールが、脆いシール部分及び破壊的シール部分を有している。破壊的シールの近傍の、
各貯蔵ユニット内のシールされた薬剤室は、薬剤の用量を貯蔵している。各貯蔵ユニット
内の室アクセス領域は、薬剤室にアクセスするための脆いシール部分の近傍にある。向き
合った薄膜の選択的な係合によって形成された室シールは、薬剤室と室アクセス領域との
間に、各貯蔵ユニットを横断して延びている。破裂可能な室は、選択的な係合の間に、向
き合った薄膜によって各室アクセス領域内に形成される。破裂可能な室は、脆いシール部
分と室シールとの間に設けられている。破裂可能な室は、貯蔵ユニットの脆いシール部分
に向かって、加えられた圧力によって膨張する。膨張は、向き合った薄膜を分離させ、破
裂可能な室が、脆いシール部分において周縁破裂を生じるまで、破裂可能な室を形成した
向き合った薄膜を分離させる。破裂可能な室が破裂すると、破裂した脆いシール部分に沿
って、フレキシブルなカバー薄膜によってフレキシブルな剥離フラップが形成される。フ
ラップは、基部薄膜から剥がし取られ、室シールを解離させ、これにより、薬剤室を開放
させ、薬剤室に貯蔵された薬剤の取出しを提供する。
【０００８】
　図面の簡単な説明
　貯蔵ユニットの連続の別の目的及び利点、並びに破裂可能な室の操作は、以下の詳細な
説明及び図面（実寸で示されていない）から明らかになるであろう。
【０００９】
　図１Ａは、一連の貯蔵ユニット１０Ｘ及び１０Ｙ及び１０Ｚの断片的な上面図であり、
薬剤１０Ｍを含む薬剤室１６Ｍを示している。
【００１０】
　図１Ｂは、室１６Ｂの破裂前の、概して図１Ａの基準線ＩＢ－ＩＢに知った、断片的な
断面図である。
【００１１】
　図１Ｃは、室１６Ｂの破裂後の、貯蔵ユニットの断片的な側面図である。
【００１２】
　図２は、貯蔵ユニット２０Ｕの取出しシート２０の断片的な上面図である。
【００１３】
　図３は、捕捉トレー３２Ｔを示す貯蔵ユニット３０Ｕの取出しストリップ３０の上面図
である。
【００１４】
　図４は、連続的な貯蔵ユニット４０のロールを含む取出しスプール４８を支持するため
の薬剤ディスペンサ４８Ｄの側面図である。
【００１５】
　図５は、剛性の基部５２Ｂを有するカレンダー型薬剤取出しシステム５０の正面図であ
る。
【００１６】
　上の図における各参照符号の最初の数字は、エレメント又は特徴が最も顕著に示されて
いる図面を示している。二番目の数字は、関連するエレメント又は特徴を示しており、最
後の文字（使用されている場合）はエレメント又は特徴の構成部分を示している。
【００１７】
　図面における参照符号
　以下の表は、図面において使用された参照符号を列挙しており、各符号によって示され
たエレメントを認識している。
１０　取出しシステム
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　１０Ｋ　角隅
　１０Ｍ　薬剤
　１０Ｘ　連続的な貯蔵ユニット
　１０Ｙ　連続的な貯蔵ユニット
　１０Ｚ　連続的な貯蔵ユニット
　１０ＸＹ　境界
　１０ＹＺ　境界
　１２Ｂ　基部薄膜
　１２Ｃ　カバー薄膜
　１２Ｐ　周縁破裂
　１４Ｂ　基部フレキシブル剥離フラップ
　１４Ｃ　カバーフレキシブル剥離フラップ
　１４Ｄ　破壊的シール部分（左側及び右側）
　１４Ｆ　脆いシール部分（左側及び右側）
　１４Ｓ　対角線室シール
　１４ＸＹ　裂断線
　１４ＹＺ　裂断線
　１６Ｂ　破裂可能な室
　１６Ｍ　シールされた薬剤室
　１６Ｒ　室アクセス領域
２０　取出しシート
　２０Ｋ　角隅
　２０Ｕ　連続的な貯蔵ユニット
　２４Ｐ　裂断パーフォレーション２４Ｐ
　２６Ｒ　室アクセス領域
３０　取出しストリップ
　３０Ｌ　医学的データラベル
　３０Ｕ　連続的な貯蔵ユニット
　３２Ｂ　基部薄膜
　３２Ｃ　カバー薄膜
　３２Ｔ　捕捉トレー
　３４Ｆ　脆いシール部分
　３６Ｍ　薬剤室
　３６Ｒ　室アクセス領域
　４０Ｍ　薬剤
　４０Ｕ　連続的な貯蔵ユニット
４８　取出しスプール
　４８Ｄ　薬剤ディスペンサ
　４８Ｍ　内側係止端部
　４８Ｔ　外側末端
５０　カレンダーマトリックス
　５０Ａ　午前貯蔵ユニット
　５０Ｂ　午後貯蔵ユニット
　５０Ｕ　貯蔵ユニット
　５２Ｂ　剛性の基部薄膜
【００１８】
　通常の実施形態（図１Ａ，Ｂ）
　システム１０は、指定された用量の薬剤１０Ｍ等の指定された量の指定されたコンポー
ネントを、指定された順序で供給する（図１Ａ参照）。フレキシブルなカバー薄膜１２Ｃ
は基部薄膜１２Ｂに選択的に係合するように押し付けられている（図１Ｂ参照）。向き合
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った薄膜の選択的な係合は一連の連続的な貯蔵ユニット１０Ｘ及び１０Ｙ及び１０Ｚを形
成している。押し付けられた選択的な係合によって各貯蔵ユニットの周囲に周縁シールが
形成されている。周縁シールは、脆いシール部分と破壊的シール部分とを有している。貯
蔵ユニット１０Ｙのための周縁シールは、脆いシール部分１４Ｆ（ハッチングなし）及び
破壊的シール部分１４Ｄ（二重ハッチング）とを有している。熱押し付けされた２つの薄
膜によって形成された脆いシールは、単に薄膜を引き離すことによって、それぞれの薄膜
に有害な損傷を与えることなく分離されることができる。しかしながら、破壊的シールは
、薄膜の一方又は両方への損傷なしに分離されることはできない。
【００１９】
　薬剤の用量を貯蔵するためのシールされた薬剤室１６Ｍは、各貯蔵ユニット内の破壊的
シールの近傍に位置する。薬剤室にアクセスするための室アクセス領域１６Ｒは、各貯蔵
ユニット内の脆いシール部分に隣接している。向き合った薄膜の押し付けられた選択的な
係合によって形成された対角線上の室シール１４Ｓは、薬剤室と室アクセス領域との間に
各貯蔵ユニットを横切って延びている。破裂可能な室１６Ｂが、脆いシール部分と室シー
ルとの間に各室アクセス領域内に位置決めされている。破裂可能な室は、選択的な係合の
間に向き合った薄膜の間に捕捉された、周囲空気等の容積ガスによって形成されている。
破裂可能な室は、加えられた圧力下で、貯蔵ユニットの脆いシールに向かって膨張する（
図１Ａ及び図１Ｂ参照）。膨張は、破裂可能な室が脆いシール部分において周縁破裂１２
Ｐ（図１Ｃ参照）を生じるまで、破裂可能な室を形成する向き合った薄膜を分離させる。
破裂可能な室が破裂すると破裂した脆いシールに沿って、フレキシブルなカバー薄膜によ
ってフレキシブルな剥離フラップ１４Ｃが形成される。フラップは、ユーザによって基部
薄膜から剥ぎ取られ、薬剤室を開放するために室シールを分離させ、薬剤室に貯蔵された
薬剤へのアクセスを提供する。ユーザは、薬剤を必要とする患者、又は薬剤を投与する看
護人又はその他のヘルスケアプロフェッショナルであることができる。
【００２０】
　破壊的シールは、シール形成の押し付け段階の間のより高い温度及び／又は圧力及び／
又は休止時間により、脆いシールよりも強い。すなわち、破壊的シールは脆いシールより
も融着されている。好適には、室シールは、弱い脆いシールよりも大きいが、強い破壊的
シールほど大きくない強度を有している。周縁破裂を生ぜしめる破裂可能な室の破裂の間
に室シールが分離しないように、室シールは弱い脆いシールよりも強い。脆いシールの破
裂の後に薬剤室が引き開かれることができるように、室シールは強い破壊的シールよりも
弱い。
【００２１】
　本発明者に２００４年４月２７日に発行された米国特許第６７２６３６４号明細書は、
主演破裂に沿って向き合った剥離フラップを提供する破裂室を示している。室を開放させ
製品を提供するために、フラップはユーザによって引っ張られる。米国特許第６７２６３
６４号明細書の主題は、引用によりその全体がこの開示に記載されたものとする。
【００２２】
　対角線室シール（図１Ａ）
　各貯蔵ユニット内の室シールは、薬剤室と室アクセス領域との間に貯蔵ユニットを対角
線方向に横切って延びている。対角線室シール１４Ｓ（図１Ａ参照）は、薬剤室１６Ｍと
室アクセス領域１６Ｒとのための三角形を形成している。三角形の薬剤室は、２つの辺に
沿って破壊的シール１４Ｄ（左側と右側）を、斜辺に沿って対角線室シール１４Ｓを有し
ている。三角形の室アクセス領域は、２つの辺に沿って脆いシール１４Ｆ（左側及び右側
）を、斜辺に沿って室シール１４Ｓを有している。室シールは、脆いシールの１つの辺の
約１．４倍の長さである。室シールが分離されると、ユーザは、薬剤室内の薬剤への最大
の指又は手のアクセスを有する。その他の非対角線構成が使用されることができる。図２
は、非対称的実施形態を示しており、この非対称的実施形態において、室アクセス領域２
６Ｒは角隅２０Ｋにおける小さな領域に限定されている。図３は、直線的実施形態を示し
ており、この直線的実施形態において、薬剤室３６Ｍは室アクセス領域３６Ｒよりも大き
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い。
【００２３】
　連続する貯蔵ユニットの間の境界は、破壊的シール及び脆いシールを有する。ユニット
１０Ｘと１０Ｙとの間の境界１０ＸＹは、ユニット１０Ｙの破壊的シール１４Ｄ（左側）
に隣接した、ユニット１０Ｘの脆いシール１４Ｆ（右側）を有している。同様に、ユニッ
ト１０Ｙと１０Ｚとの間の境界１０ＹＺは、ユニット１０Ｚの破壊的シール１４Ｄ（左側
）に隣接した、ユニット１０Ｙの脆いシール１４Ｆ（右側）を有している。脆いシールは
、貯蔵ユニットが開放される時に剥ぎ取られ、隣接する貯蔵ユニットの一体性を維持する
ために、隣接する破壊的シールをそのまま残す。カバー薄膜１２Ｃは、境界１０ＸＹに沿
った裂断線１４ＸＹと、境界１０ＹＺに沿った裂断線１４ＹＺとを有している。裂断線は
、１つの貯蔵ユニットのカバー薄膜を、隣接する貯蔵ユニットのカバー薄膜から引き離す
ことができるように、脆いシールと破壊的シールとの間に位置している。この裂断線は、
好適には、基部薄膜において終わった、カバー薄膜を貫いた深さ制御されたレーザ切断で
ある。
【００２４】
　取出しシステムは、剛性の基部薄膜を備えたフレキシブルなカバー薄膜を有することが
でき、この取出しシステムは、１つのフレキシブルな剥離フラップを提供する。ユーザは
、剛性の基部を保持し、薬剤を露出させるためにフレキシブルなフラップを引き離す。択
一的に、基部薄膜は、フレキシブルであることもでき、フレキシブルなカバー薄膜１２Ｃ
によって形成された剥離フラップ１４Ｃ（図１Ｃ参照）に向き合ったフレキシブルな剥離
フラップ１４Ｂを形成する。剥離フラップの対は、室シールの引き離しを容易にする。
【００２５】
　剥離フラップは、各貯蔵ユニットの角隅に位置決めされていることができる。角隅１０
Ｋは、ユーザによって剥離フラップを掴み（図１Ｃ参照）、シールしていない脆いシール
１４Ｆ（左側及び右側）を剥離することを容易にする。択一的に、剥離フラップは、２つ
の角隅の間の中間に位置決めされることができる（図３参照）。
【００２６】
　ストリップ実施形態（図３）
　基部薄膜及びカバー薄膜は、ストリップ配列における連続的な貯蔵ユニットの連続の連
続的な提供のためのストリップである。基部薄膜ストリップ３２Ｂ（図３参照）は、カバ
ー薄膜ストリップ３２Ｃよりも幅広であり、カバー薄膜の脆い周縁シール部分３４Ｆを超
えて延びている。この延長は、貯蔵された薬剤が取り出される時にこの薬剤を捕捉するた
めのトレー３２Ｔを提供している。捕捉トレーは、薬剤をトレー上に保持するための突出
した段を有している。
【００２７】
　向き合った薄膜のストリップは、末端から連続的な貯蔵ユニットのストリップの連続的
な提供のために、内側係止端部４８Ｍ及び外側末端４８Ｔを備えた取出しスプール４８（
図４）に巻き付けられている。取出しスプール及び貯蔵ユニットを支持するために、薬剤
ディスペンサ４８Ｄが提供されることができる。薬剤４０Ｍは、貯蔵ユニットのストリッ
プに設けられたシールされた薬剤室内に真空パックされている。薬剤室から空気を除去す
ることは、輸送容積及びスプール寸法要求を低減する。僅かな真空でさえ、輸送及び取扱
いの間、薬剤を所定の位置にロックし、薬剤が互いにこすり合わされるのを防止する。択
一的に、薬剤を保存するために、シールされた薬剤室内に不活性ガスが提供されることが
できる。薬剤室をシールする直前に導入される窒素フラッシュは、周囲酸素を排除する。
【００２８】
　カバー薄膜は透明であることができ、薬剤の視覚的な認識を可能にする。薬剤はしばし
ば、色又は寸法又は形状によってのみユーザ又は看護人に知られる。薄膜は、薬剤を摂取
するための期日を指示するために色でコード化されている。例えば、ピンクは朝を、黄色
は正午を、青は夕方を指示する。択一的に、カバー薄膜及び基部薄膜は、ＵＶ及びその他
の光損傷を回避するために不透明であることができる。



(8) JP 5114472 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

【００２９】
　横列及び縦列実施形態（図２及び図５）
　連続する貯蔵ユニットの連続は、向き合った薄膜のシートを横切った横列及び縦列のマ
トリックスであることができる。薬剤の全在庫が一目で分かる。裂断パーフォレーション
２４Ｐの連続（図２参照）は、隣接する貯蔵ユニット２０Ｕの間においてマトリックスを
横切っており、１つの貯蔵ユニットの提供を可能にしている。薬剤貯蔵ユニットはマトリ
ックスから引きちぎられ、個々に分配される。択一的に、連続する貯蔵ユニットのそれぞ
れは、向き合った薄膜のストリップに沿って前の貯蔵ユニット及び後続の貯蔵ユニットに
しっかりと固定されていることができる（図３参照）。空の貯蔵ユニットは、服従の記録
として、忘却された薬剤を含む完全な貯蔵ユニットと共に、取出しの後、ストリップに残
る。
【００３０】
　連続する貯蔵ユニット５０Ｕのカレンダーマトリックス５０は、特定の月の週に対応す
る複数の水平方向の列を有する。マトリックスは、各週の７日に対応する７つの垂直方向
の列をも有する。ユーザは、各日のための薬剤を容易に配置及び認識することができる。
カレンダーは、図５に４日火曜日のために示されているように午前及び午後貯蔵ユニット
５０Ａ及び５０Ｂに分割されていることができる。カレンダーマトリックスのための基部
薄膜は、自立し、貯蔵ユニットのマトリックス及び貯蔵ユニットに連続的に貯蔵された薬
剤の起立したディスプレイとして機能するように十分に剛性であることができる。
【００３１】
　医学データ
　薬剤に関する医学的データは各貯蔵ユニットに関連していることができる。薬剤の名称
及び用量が、スケジュール（摂取のための日の日付及び時間）と共に列挙されることがで
きる。重要な副作用及び緊急番号が列挙されることができる。患者の氏名及び年齢、医師
又は看護師の氏名が提供されることができる。医学的データは、薄膜に直接に、又は薄膜
に後から固定されたラベル３０Ｌ（図３）に直接に印刷されることができるか、薬剤室又
は室アクセス領域に挿入されることができる。基本情報は、バーコード等の迅速なスキャ
ンフォーマットで含まれることができる。医学的履歴等のより広範囲のデータは、調整さ
れたデジタルデータ等の適切なメガフォーマットで含まれることができる。
【００３２】
　産業上の用途
　本発明の目的はこれまで説明されたように達成されたことが当業者に明らかになるであ
ろう。発明の概念から逸脱することなく、ここに示された構造及び実施形態において様々
な変更がなされることができる。さらに、様々な図面に示された実施形態の特徴は、その
他の図に示された実施形態と組み合わせて使用されることができる。したがって、発明の
範囲は、以下の請求項の言葉及びその法的均等物によって決定されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１Ａ】一連の貯蔵ユニット１０Ｘ及び１０Ｙ及び１０Ｚの断片的な上面図であり、薬
剤１０Ｍを含む薬剤室１６Ｍを示している。
【図１Ｂ】室１６Ｂの破裂前の、概して図１Ａの基準線ＩＢ－ＩＢに知った、断片的な断
面図である。
【図１Ｃ】室１６Ｂの破裂後の、貯蔵ユニットの断片的な側面図である。
【図２】貯蔵ユニット２０Ｕの取出しシート２０の断片的な上面図である。
【図３】捕捉トレー３２Ｔを示す貯蔵ユニット３０Ｕの取出しストリップ３０の上面図で
ある。
【図４】連続的な貯蔵ユニット４０のロールを含む取出しスプール４８を指示するための
薬剤ディスペンサ４８Ｄの側面図である。
【図５】剛性の基部５２Ｂを有するカレンダー型薬剤取出しシステム５０の正面図である
。
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【符号の説明】
【００３４】
　１０　取出しシステム、　１０Ｋ　角隅、　１０Ｍ　薬剤、　１０Ｘ　連続的な貯蔵ユ
ニット、　１０Ｙ　連続的な貯蔵ユニット、　１０Ｚ　連続的な貯蔵ユニット、　１０Ｘ
Ｙ　境界、　１０ＹＺ　境界、　１２Ｂ　基部薄膜、　１２Ｃ　カバー薄膜、　１２Ｐ　
周縁破裂、　１４Ｂ　基部フレキシブル剥離フラップ、　１４Ｃ　カバーフレキシブル剥
離フラップ、　１４Ｄ　破壊的シール部分（左側及び右側）、　１４Ｆ　脆いシール部分
（左側及び右側）、　１４Ｓ　対角線室シール、　１４ＸＹ　裂断線、　１４ＹＺ　裂断
線、　１６Ｂ　破裂可能な室、　１６Ｍ　シールされた薬剤室、　１６Ｒ　室アクセス領
域、　２０　取出しシート、　２０Ｋ　角隅、　２０Ｕ　連続的な貯蔵ユニット、　２４
Ｐ　裂断パーフォレーション２４Ｐ、　２６Ｒ　室アクセス領域、　３０　取出しストリ
ップ、　３０Ｌ　医学的データラベル、　３０Ｕ　連続的な貯蔵ユニット、　３２Ｂ　基
部薄膜、　３２Ｃ　カバー薄膜、　３２Ｔ　捕捉トレー、　３４Ｆ　脆いシール部分、　
３６Ｍ　薬剤室、　３６Ｒ　室アクセス領域、　４０Ｍ　薬剤、　４０Ｕ　連続的な貯蔵
ユニット、　４８　取出しスプール、　４８Ｄ　薬剤ディスペンサ、　４８Ｍ　内側係止
端部、　４８Ｔ　外側末端、　５０　カレンダーマトリックス、　５０Ａ　午前貯蔵ユニ
ット、　５０Ｂ　午後貯蔵ユニット、　５０Ｕ　貯蔵ユニット、　５２Ｂ　剛性の基部薄
膜

【図１Ａ－Ｃ】 【図２】
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【図５】
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